
◆ 西面南門。大垣の調査一第９６次
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１はじめに

本調査は、特別史跡藤原宮の指定地内にある細手池の

護岸工事に伴う調査である。工事場所は、藤原宮の西面
南門と西面大垣に当たり、これまでの周辺の調査（第３７
次、第5 8 - 1 次、第8 3 - 1 3 次など）によって遺構が残って
いると判断されたところである。

調査区は、縄手池の南半東岸に沿って幅３～４ｍ、全

長約7 0ｍを設定した。面積は約2 0 4㎡、調査期間は1 9 9 9年
２月８日から３月１日までであった。

調査は池岸に密生した葦を切ることからはじめ、北か

ら南に池の堆積土を順次除去した。池の堆積土は2 0 ～

4 0 c mあり、この下は西に向かってかなりの傾斜面となる。

ベースは、弥生時代中・後期の遺物を含む茶褐色粘質土

であり、この上には黄褐色粘質土が部分的に残っていた。

後述する藤原宮西面大垣の柱穴のベースになっているの

で､ 藤原宮か先行条坊時期の整地土になる可能性がある。

２検出遺構

検出した主な遺構は、藤原宮の西面大垣である掘立柱

塀S A２５８１条、先行条坊の東西溝S D6 3 5 8 1条、これらよ

り新しい時期の掘立柱列S X O３．０４の２条である◎他には、

弥生時代の斜行溝ＳＤＯ２１条、土坑ＳＫＯ５１基、縄手池の

護岸のしがらみS X O1 や、耕作に伴う東西及び南北方向の

細溝が多数ある。なお、藤原宮の西而南門S B 6 3 5 0 の基壇

土は削平され痕跡もなかった。

S A 2 5 B 藤原宮の西面を画す掘立柱南北塀（西面大垣）
であり、１９間分を検出した。柱間はほぼ2 . 7 ｍ（９尺）等

間である。柱掘形は、一辺1 . 2 ～1 . 5 ｍであるが、削平され

ており、残りがいい所でも深さ3 0 ～4 0 ｃｍほどであった。

拳大の石を底に入れて根固めとしているものが多く、一

部には人頭大の石や切断した角材（長さ約5 0 c m）を礎板
としていた。後者は南から２本目と５本目の柱穴である。
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角材は幅が33～33 . 5 c m、厚さは19～21 c l no底の一面のみ

きれいな手斧痕が残る。もとは梁状の建築部材であった
と考えられる。

ＳＤ６Ｂ５Ｂ素掘りの東西溝であるが、池の掘削によって

底が５～1 0 c m残る程度で、西は削平されていた。幅は1 . 5

～2 . 0 ｍである。遺物も弥生土器や須恵器小片が若干出土

したにすぎない。東の第5 8 - 1 次北区の調査で検出した先

行条坊の五条大路北側溝の西の続きにあたろう。

ＳＸＯ３．０４藤原宮西面大垣の柱穴と重複するが、これ

より時期が新しい南北方向の小柱穴列２条である。南の

S XO3は６間分あり、総長約11 . 0ｍ・柱間は1 . 6～2 . 4ｍと不

揃いである。柱穴の大きさは2 0 ～4 0 c m。おそらく塀であ

ろう。方位は北でやや西に振れる。北のS X O4 は２間分あ

り、総長約4 . 5 ｍ・柱間は等間である。柱穴の大きさは、２０

～3 0 c m・建物の西妻の可能性がある。方位は北でやや東
に振れる。

ＳＤＯ２西面南門の推定位侭で検出した素掘りの斜行溝。

北西に流れており、幅は東南部で約１ｍ、深さは0 . 5 ｍで

断面がＶ字状になる。弥生土器小片が出土。藤原宮期の

整地土下にあり、弥生時代の溝と考えられる。

ＳＫＯ５西而大垣の柱穴と重複し、これより古い不整形

な土坑。南北長は約３ｍ、深さは約1 0 c m。弥生時代後期

後葉の土器がかなり出土した。土坑の埋土には比較的多

くの炭が混じっていた。

ＳＸＯ１縄手池の東南で検出した護岸施設。木杭を打っ

て、これに竹を縫うようにからませていた。このしがら

みの裏込めから土器が出土したが、池の削平年代に関わ
る資料はなかった。

３出土遺物

遺構のベースが弥生時代中・後期の遺物包含層である

ために、各所からこの時期の土器が出土した。石包丁７
点、石錐１点も出土。藤原宮期および先行条坊期の土器
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藤原宮の西面南門S B 6 3 5 0 は、礎石据え付けの痕跡だけ

でなく、基聴の地業も全く残っていなかった。だが、西

面大垣の掘立柱穴が、南では途．切れることから、この付

近にあったと推定できる。南の第５８－１次南区の調在でも

同様で、ここでは西而大垣の掘立柱穴が北端で途切れて

いる。今回の調益区で検出した柱穴心と第５８－１次南区

北端の柱穴の柱抜取穴心との距離は3 0 . 7 ～3 0 . 8 ｍ・

藤原宮で門の規模が判明しているのは､ 北面中門S B 1 9 0

( 第1 8 次調在）で、桁行５間1 7 尺等間、総長2 5 . 2 ｍ前後、

梁間２間1 7 尺等間、総長1 0 . 1 ｍ、門と塀の取り付きは塀

の柱間と等しい９尺である（１尺＝2 9 . 7 ｃｍ) 。西而南門も

北面中門と同規模に復原できる。東而北門（第2 7 次調在）

も北面中門と同規模に復原している。

西面大垣S A 2 5 8 について、礎板の残る南から２番1 1 の

柱穴と根石らしい石の残る北から５番目の柱穴から、柱

間寸法と柱列の方位を算出しておく。前者の推定柱心の

座標値はＸ＝－１６６，８１６．５０，Ｙ＝- 17 , 8 8 1 . 1 5（妓小計

測単位５ｃｍ、以下同じ) 、後者はＸ＝- 1 6 6 , 7 7 9 . 0 0 ,

Ｙ＝- 1 7 , 8 8 1 . 4 5であり、柱間寸法は2 . 6 8ｍ､柱列の方位は

Ｎ０度2 7 分3 0 秒Ｗの値を得る。この数値は凹而南門南方

の第1 0 次調査で得られた西而大垣の柱間寸法2 . 6 6 ｍ，方位

Ｎ０度3 1 分0 0 秒Ｗと近似しており、同時期に計画・施工

されたことを裏付ける。（毛利光俊彦）
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● 和同開珠銅銭と伴出した土器 場所は西南坪一町を占めた宅地の西
北部につくられた池状遺構S X 3 8 5 とそ
の北端に設けられた東西方向の排水路
S D 3 8 4 の接点付近で、土器の他に鍛
冶・鋳造・漆工関係巡物、漆塗り刀子
柄などが伴出した。遺構には周辺にあ
った宅地内工房からの廃棄物が捨てら
れたとみられ、条坊施工期から藤原京
廃絶後程ない頃までの遺物が含まれる
ことになる（『藤原概報26』) 。
伴出した土器には土師器蓋（１）、杯
Ａ（２～５) 、杯Ｃ（６～８) 、杯Ｇ（９
～1 1 ) 、杯Ｈ、大型椀Ｂ（1 2 ) 、Ⅲ、高
杯、鉢、蕊、鍋( 1 3 ) 、カマド、須恵器
杯Ａ（１８) 、杯Ｂ蓋（１９～2 1 ) 、杯Ｂ
( 22～24 ) 、蓋( 14 ) 、杯Ｇ（17 ) 、椀Ｂ
( 1 5 ) 、大Ⅲ、鉢、壷、短頚壷( 1 6 ) 、平
瓶、護などがある。これらには飛鳥Ⅳ
の標式責料であるS D1 9 0 1 A例に似たも
のと、飛鳥Ｖの藤原宮東内濠S D2 3 0 0 例
に似たものがあり、飛鳥Ⅳ～Ｖにまた

がる内容を持つ。

器商が低くて外而の磨きが粗略な土
師器杯Ａ（５）や、径高指数1 9 の杯Ｃ
（８）など、飛鳥Ｖでも新しい傾向とみ
えるものがあり、須恵器杯Ｂ蓋に2 0 .
2 1 など内面のかえりのなくなったもの
が多いことが、より新しい段階のもの
が含まれていることを示すであろう。
土師器大型椀Ｂ（１２）は珍しい器種で
あるが、ほぼ同時期の総合工房である
飛鳥池遺跡の土器に類例があり、高台
部はそれで補った。鍋の多様な点、杯
Ｃ、杯Ｇなどに漆が付着し、灯明の跡
がみられることでも、この土器群は飛
鳥池遺跡や藤原宮造営時の運河と目さ
れるS D 1 9 0 1 A での構成に類似してい
る。富本銭と「古和同」銅銭との関係
を明らかにするためにも、遺構の‘ 性格
が共通する飛鳥池遺跡及びS D1 9 0 1 A 出
土土器等との比較によって飛鳥Ⅳ～Ｖ
の土器の再検討を急ぎたい。（西口毒生）

和同開弥の初鋳は和銅元年（7 0 8 ）と
するのが通説である。平城京へ遷都す
る３年前のことで、藤原宮・京には初
鋳後早くに埋没した和同銭が残された
可能性がある。しかし、それと推定で
きるものは、これまでのところ、東一
坊大路西側溝出土の和同開弥銀銭３枚
のほかわずかで、条坊側満出土の銅銭
は２枚の富本銭だけである。
1 9 9 5 年１月に藤原京右京七条一坊西
南坪から出土した一枚の和同開弥銅銭
はその貴重な例である。和同銭は古銭
研究者が「背広郭」「間縁」と呼んで
｢ 古和同」とする特徴を持ち、その成分
も、本年報5 0 頁に報告したように西暦
7 0 0 年までに飛鳥池遺跡で鋳造された樹
本銭や、古銭研究者のいう「不隷開」
古和同銭などと同じく、数％のアンチ
モンが含まれている。

図１１藤原京右京七条一坊西南坪ＳＤＢＢ４・ＳＸ３Ｂ５出十÷ 窯１：４
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